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携帯電話は1990年代から急速に加入者数が増加

し，音声だけではなく，EメールやWebブラウジ

ングに代表されるインターネットアクセスによって

提供されるサービスが重要なアプリケーションと

なった。このため移動通信ネットワークにおいては，

音声のような狭帯域でリアルタイム性の要求される

通信と，Webブラウジングやファイル転送のよう

な，広帯域でリアルタイム性が要求されない通信を

同一のネットワークで扱い，効率的に転送すること

が重要な要求条件となった。第3世代の移動通信シ

ステムであるUMTSでは，音声や，動画像通信と

ともに，384kbit／s以上のパケット通信を実現し，

音声などの従来の回線交換サービスとともに，イン

ターネット通信を目的としたパケット交換サービス

も標準的に提供している。様々なトラヒック特性か

らなる通信を同一ネットワークで扱うために，

UMTSでは，無線アクセスネットワークにATM技

術を適用している。ATMはデータを53バイトのセ

ルと呼ばれる単位に分割し，交換・伝送する技術で

ある。ATMアプリケーション種によらず統一した

交換・伝送方法を用いるため，音声通信や非音声デー

タ通信を一つのネットワークで取り扱うことが可能

となる。このようにATMでは上位レイヤに依存し

ない転送を実現するため，ATMレイヤの上位レイ

ヤにいくつかのタイプからなるAALが規定されて

いる。

UMTSの無線アクセスネットワークに適用きれ

るAAL2プロトコルは，低速トラヒッタの転送を

ATM上で効率的に転送することを目的に開発され

た。AAL2ネットワークにおいて，ユーザコネクショ

ンはATMのVCコネクション上を多重して転送さ

れるため，VCコネクション単位で制御される，従

来のATMトラヒッタ管理では十分な品質管理を行

うことはできないという問題があった。AAL2ネッ

トワークで，様々なQoS条件を満たしながら，回線

リソースを効率的に使用するためには，一つのVC

コネクション上で異なるQoS条件を満たした制御

が有効となる。本論文では，AAL2コネクションレ

ベルでQoS制御を行うことができる多重送信装置

構成を提案した。これはAAL2パケットの多重タイ

ミングをATMセルの送信タイミングと同期させる

ことによって実現される。これにより，各通信が要

求するQoS条件を満たしながら，VCコネクション

レベルのQoS卿御に比べて，約20％の帯域を削減

することができることをシミュレーションによって

示した。さらにAAL2ネットワークの帯域管理を行

うために，AAL2コネクションを含むVCコネク

ションの帯域算出方法と，AAL2パケットをATM

セルに多重する際の特性を評価した。

また，UMTSは無線リンク速度が高速化されたた

め，第2世代移動通信では成しえなかった様々な

サービスの提供が期待されている。無線リンク速度

が高くなると，一つの無線ベアラを一つの移動端末

が占有する通僧形態から，複数の端末が一つの移動
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ノ ー ドを介して
, 無線 ベ ア ラ を共有する通信形態が

増加する こ とが考えられる｡

一

つ の端末だけで なく

多数 の 端末が
一

つ の無線イ ン タ フ ェ
ー ス を介し て通

信する移動ネ ッ ト ワ ー ク通信 の 実現は
, 今後 の移動

通信 に様 々 な利用形態を提供す る 可能性をも つ ｡

U M T S は P D P c o n t e x t を用 い て パ ケ ッ ト通信 の 管

理 をし て い る の で
, 通信の数だけ P D P c o n t e x t を設

定す る 必要がある ｡ 多数の P D P c o n t e x t を設定する

に は
, 同じ数 の 無線ア ク セ ス ベ ア ラ を設定す る 必要

が あ る が
,

こ の とき M N は 多くの無線ア ク セ ス ベ ア

ラ 設定能力が必要であり,
ハ ン ドオ

ー バ 時には同時

に多くの ト ラ ン ス ポ ー

ト コ ネク シ ョ ン の切り替えを

要求す る と い う問題があ っ た｡ 本論文で は単
一

の無

線 ア ク セ ス ベ ア ラ に複数 の P D P c o n t e x t を収容 し,

一

つ の 無線 ベ ア ラ上 で複数の Q o S を扱うため に, 蘇

線 フ レ ー ム 生成時 に I P ベ ー ス の Q oS 技術を利用し

た移動ネ ッ ト ワ ー ク制御方式を提案した｡ 提案方式

の 利点を確認するためにシ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 い ,

提案方式は従来方式に比 べ ハ ン ドオ
ー

バ 処理負荷を

抑制する こ とが できる こ とを示した｡ 特に移動ネ ッ

ト ワ
ー

ク が有する通倍数が増加す る と
,

ハ ン ドオ
ー

バ の 同時性 の 影響が顕著に な る ため, 提案方式は よ

り高い 割合で処理能力を軽減す る こ とが で きる｡ ま

た提案方式は
, 無線 ベ ア ラ の 同時接続数を減少させ

る こ とが で きる こ とを示した｡ こ れは ハ ー

ドウ ェ ア

リ ソ
ー ス の倹約に効果が期待できる｡ 無線 ベ ア ラ 上

で の パ ケ ッ ト要求 に応 じた Q o S 制御は, より広帯域

な べ ア ラ の利用ととも に各通信間の 統計多重効果を

得る こ とが で き, Q o S 条件からも有利である ｡ さら

に,
ベ ス ト エ フ ォ

ー

トト ラ ヒ ッ タ の ト ン ネリ ン グ レ

イ ヤで の遅延削減は, ア プリケ ー シ ョ ン レイヤが要

求す る Q o S 条件を満たしながら, ノ ー ド間同期制御

に よ っ て 生ずる 遅延を抑制する効果をも つ こ とを示

した ｡
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